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表紙 繁偏後 の館跡西北部



は じ め に

昭和47年 4月1日、当朝介氏辿跡調杏研究所か、所貝 5名をもって発足し 、はや一年

か経ちます。これも皆様）jの御指心、御援助のたまものと感謝申し上ける次第てす。こ

こに本年度の発掘調介及ひ環J:j狂刈iiiJ出菜の報告か一応てき、安堵しているところてす。

昭和42年以米、旧足羽町か行って来ました事業を 、昭和46年 、278haか特別史跡一釆谷

朝介氏逍跡 として一拮指定されま したこと にともない、発掘調査及び環檄整11伽

J I 県、史跡地の竹•J:1ド は 杓叫• 巾 という 機能分担 をして 引 きついて行くことになリ 、 本年は

その一年「lてあ ったわけです。

本年は、第4次（中の御殿跡）、第 5次（本館跡）の発掘調査、本館内の炉価と苑路の造

成を行なしヽました。本節跡に つし、ては、内部の発掘と整価か今年て完了し たこと にな り

ます。本節内の内各りiii状況を見てしヽたたけは、戦国武将の居館のあ りさまを理解 していた

たけるのてはないかと 思って しヽ ます。

研究所の発足にと もない、第 2次 5ケ年，，十両を研究協議会の先生 力の御指＃の もとに

竹成 し、氷年度以降は、 重臣家臣団届敷跡、下級家臣団に屋跡、寺跡、上 ・下城戸、山城等

に翡介のメス を人れたく 思っており ます。今後とも 、＇，『し〈 御指介、御鞭撻7、さい。

なお 、今年度＇l¥.北の尖施、お よひこの概報を竹成するにあ たり 文化）『 ・奈良囚立文化

財{i)Î・究所の1刈係各位の御指吐 と御協力 を得まし たこ と、また 、奈艮女 f大学助教授の近

藤公夫氏からは 、この概報にiい「な報告をし、たたきました こと、さらには 、猛柑闇寒の

中て調介に あたられた城戸ノ 内を始めとする地尤の皆様に心からの感謝の紅を表しまし

て、発刊のこあいさつといたします。

昭 fll48年 3J j 

朝介氏迅跡調査研究所•K 河 原 純 之
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発 掘

昭相47年度は、これまで継続的に行な ってき た本館跡内部の調査を完結することと 、新たに

本館跡東南｝）にある中の御殿跡を，謁介することを主眼とし 、中の御殿跡の調杏を第 4次調査、

本館跡西北部の調ー杏を第 5次調査とし て尖施した。その結果，中の御殿跡については、調杏地

域か南半部に限られたため、全容 と性格につし、ては不明な点か多く残されたか、朝介氏ー1氏の

)i'＋館であ ったことか明らかとな ったし、本館跡については 、東南隅にある松峯院船所を除いて

ははその全容を明らかにすることかてきた。以下その概要を次数別に紹介する。なお、各調介

の期間、 1(1i柏は次表にぷ したとお りであ る。

調査次数 調介地域 発掘 lhi柏 調森期 間

第 4 次 中の御殿跡 1, 340m' 昭和47年 5月22日～10月31日

タ叶今J 5 次 本 館跡 1, 400111' 昭和47年 8月11日～12月25日

合 計 2, 740m' 

中の御殿跡の調査（第 4次調査）

発掘地域図

本館跡東南方の山麓部一幣には 、蛇谷地域を中

心 として 、山麓部を階段状に削平して造成 した屋

放跡か数多く みられる。 これらの屋敷跡は、道伽

谷や八地谷にみられるものに比 して、それぞれか

広大な面柏を有してお リ、中には土塁や空濠かめ

〈らされ内に庭園跡 らしきものか残存しているも

のもある。また 、崖敷跡の中には、現在新御殿跡、

中の御殿跡、湯殿跡、 諏訪館跡などと通称されて

いるものか含まれており 、こ れらのことから 、こ

の地域にみられる屋敷跡は朝倉氏一族の居館跡で

あったと 推定している 。

中の御殿跡も 、これらの中の一つであ って 、湯

殿跡と幅10mの空濠を隔ててその南に位骰し 、地

籍は福井市城戸ノ 内町字水谷 119番地に屈する 。

東と南は土塁に囲まれ、北は空濠で限られ、西は
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高 さ10mの）＇『に臨んた台形の地て、平田地の1(1i柏は約 1,800mてある 。この地は、朝介義・}北の

尖母高徳院の）凶館 てあ っ た と し、う仏承力•あり、こ の 、 1•Ii で本館跡と c―) 対比に期待か抱か 1 したのて

ある 。なお 、，謁介は南半分についてのみ尖施した。

遺 構

検出 した主な辿構は、土畠 2、空濠 l、l"l1、階段 1、礎石建物 3、石組溝 5、石組水溜 1、

池 l、齢壁 1てある 。j直構の残存状況は 、土塁周辺ては良好てあ ったか、半印地ては後11卜のi'jlJ

平か甚だしく、そのために規校 ・性格の不明の もの力、多かった。

S A201 中の御殿跡の東を限る土塁て、 3段よ りなる 。全に42111のうち南の20m分を発掘 した。

この土塁は南端て南l(Il土塁SA202に核続し、東外側には生は S0218かある 。

」．畠上面‘ド担部のIllhiは3.5mて、砂さは上段か8.2m、中は5.8111、下段3.4111とな って しヽる 。

土畠の中段 と下段は地山削リ出 しによって作 られて いるか、上段は盛土に よって築成されてお

リ、上段内法樹部には30-50cmのポぷ柏の低し、石坦か築かれてし るヽ。

中は土l(Ilには 、南北力向のilili立村穴列（村間3.8111)かあ リ、こ の上に辿物やスサ入リ中，に1を旦

含する 焼炭）i，1 か」．．段の I盛土 ），I~/氏下 まておよんて堆柏 してし、た 。 したかって 、こ の土凰は当初は

地山削り出 しの 2 は部のみて、中は」 ••1,'｛II に 桃袂物を設けて いたのか 、 ある時期に焼失 してその

後に上段を It,~ リ上けた と 名えられる 。
中の御殿跡発掘全景（東北から）
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S D218 SA201の

J:!I1Jlljに掘らiした空滋

てある。一部分発掘

した所見は、幅 5Ill、

深さ 3Illて断1/iiはV

字；1人の素掘リのもの

である。この空沫は

北は中の御殿跡と湯

殿跡と の間の空隊に

続く 。この空沿は、

SA 201の上段部か

築成された時に掘ら

れたのてあろう 。

SA202 SA201の

南端から西に折れ曲

る南llli土塁てある。

この土塁は中の御殿

跡の西にある新御殿

跡の南を限る土畠と

一連のものて、中の

御殿跡部分は50111を

，；十る。西端は南にふ

れ、西に向って開し、

ている 。裔さは、東

から西へ向ってし た

し、に低 〈なる。内部

S A2□1 

一

覧`し S

ご言→
。。。S8219↓ 

叶 応［

>:
oo， 

5 10 20. 
.． ， | -＝」

中の御殿跡 遺 構実測図

からの研さは東端て6.8111、西端て1m とな って しヽる。東力部の砂しヽ部分は、地山削l1)出しによ

って作られているか、西｝］部の低い部分は盛土によ って作られている。土塁の外力は1μ1,'， 3Illの

道路となっており、 1~1.5m大の山石やWIl石て石坦か柏まれている。土塁内側ては盛土の部分

にのみ外側と同様な石垣か柏まれている。

S B203 SA 202の西端近くに作られた門て、土塁外力の道路に聞いている。主柱力吼叫立村の

棟門で、間口は1.85111である。土塁内側には、 1Ill Xl.2111の切りかきかあ ＇）、ここ に控村の掘

立．杜穴かある。西の主柱穴底部から銅銭か 3枚出土した。
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S X214 SB203のす〈束IJII」でSA202

に収り つしヽ たイi組(1)|析設てある 。銭{f

状況かあまリ良くな〈 、1|li,|4,llて3段

分か認めらiしる。

S0204 S.A.201と202の内側州にそっ

て設けられたイi組の汁＼て、SA202の中

央部付近にある 水淵 SX213にii：・し、でし、

る。i,い111,¥は30cm深さ40cmてある。

南 門（北から）

石組水 湿（西から）

S A201の北 半部ては：：上似の樹に沿っ

て内llllしているか、本米は貞伯に北に

仲ひて しヽ たも の(SD20:5)てあ リ、この打I¥分(1)|・・ !ド|:

は部か流失した後、末に,11,けられたものてある。

S X 213 SD 204(1)末端に設けられたれ糾の施設て、

束四l.8nl．巾北1.2111の柘Pl形1こ近しヽ形をなし 、深

さは1.5111てある。水淵施設てあろう 。

S B 2 08 • 21 0 • 211 ，謁介地域中央か ら束北部にかけ

て{{{1しし、すiしも礎ィ，辻物てあるか、残存状況かJI

富に，＇也 〈そiLそiL一部分 しか111明せす 、f1(11、規校、

'l"Iオ各につし、ては 不明 てある。

S G212 ，謁介地区中央束部に、如 JLj7 Ill、1打北3Ill、

深さ 30(IIl の不坪形な凹みかある 。 この部分は iり lj‘|’• か

特に はなはたし〈 、明確にl'lj断てきなしヽか、この凹

みに イ1糾溝 SD206かii• しヽでおリ 、 またこの溝 と 凹みの I訂ll川に）廷ィ，らしき わか践介しておリ 、il 

線の一i'{|1に 1、・イ1て護庁 した 部分も残っておリ 、恐らくこiLは池てあ ったろうと鮒さ iLる。

だお 、このす〈西側にも 凹みかあリ 、その一部に 1、イ 1'）孜 らしきものか認めらiLることや、 ― 

の凹みの内端から 1、．れ糾溝SD215かI)Llへ流れている '|'，を名えれは、池はこの部分にまてJj_、かっ

てし たヽ と考えるのか適出かも知iしなし‘。 とすると 、この池の東l)L，には15111となる 。

SA216 l"JSB203の北力28mの地、,,'ょにあ リ、東西8.5m、南北3IllのL.U1形て1'，・り さ50(111を壮る。

地山を1IhllItlょ1)i:i〈j'jljり残 してj古l|Itlに 1、イ,・をめ〈らしたものである 。1；：礼i：名の），し1八部てあろうか。

中の御殿跡，，柘直構の造＇貨期に ついて細かく みiLは 3回、人別すれは 21IIIにわたって しヽ ること

か l'lj l り 1 した 。 そ i しかよ〈 I•Il 明 する 東部に つ し、 て ，，じせは 、 辿‘貨喝初は、 東 1 f1i I．畠は地IIli'Jリリ出し

の 2 段て 、 その 1 ••I[ll に は柵か塀のような構梵物か ，没けら iL、_I糾州に は SD204、205か流iL、
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池には SD206、207か注き、建物SB210か建って いた。その後土凰下段北端部か崩れ、 SD205 

・ 206 ・ 207か埋められた後、火災か生し、東而土塁には上段部を築成し SB208を新たに造党し

たのである 。

中の御殿跡の造営年代や機能については、発掘区か南半分のみに限られ、しかも後世の攪乱

か甚だしく逍構の残存状況か悪かったこと 、迅物についても大半か細片てあリ、 1・ 2の例外

を除いては 2次的な状況で出土したものか多く 、i直構を柏極的に性格つける森料とはなリ得な

いものであ ったことなど、今回の調査て明らかにすることかてきなかった。ただ、この一画か

本館跡に近いことや、大きな地',1;1]りを持つこと 、更に土塁や庭園の存イ「すること、細片とはい

え逍物に1斐品のみられたことなどから、単なる武家圧敷とは考えり罹く、朝介氏ー放の居館てあ

ったとするのか妥当であろう 。

遺 物

出土した逍物には、土器類、 1礼印器類、石製品類、漆器類的かある 。

土器類 土器類には、什器（雑器）、茶器、花恭等かある。

什器（雑器）の中て、全地域から大鼠に出土したのは土帥質の小形のlllて、大部分は灯明皿に

用いられていた。これらは発掘区全域から出土し ているか、特に空沿t(SD218)内、土塁(SA201)

中段木炭）罹内、SD204、205、206、207付近のぎ各地）け、 石組溝内からの出土か顕著てある。

陶器ては、揺鉢、片口鉢、成、壺、おろし 皿等かあり、大部分か越前窯の製品てある 。中に

瀬戸窯、あるいは美濃窯の製品と考えられる、見込みに菊の印花をもつlill類もある 。 下図九

・右下は 、池への石組溝(SD206)の束縁の庭石の周辺よ 1)出土した壺と鉢で、越崩窯の製晶て

ある。壺は頸部を欠失し、残高32.7cm、胴径31.7cm。焼きは甘く 、焼きしめも弱い。鉢は、焼

き企みかあるか、

ロ径28.7cm、高

さ12.3cmで焼成

もよく赤〈焼き

しまっている 。

右図右上は、

空濠内出土の浅

鉢て、越前窯の

製品である。赤

褐色に堅く焼き

しめられている。

全体に1厚い作り 越
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□□ 
白 磁 皿

‘-----_ Lこ、＿＿_,' 

I 
陶磁器 （分）

で、lJ径20.7cm、邸さ6('Ill。

磁器には、菊弁鉛 ぎの碗または鉢、、日＊、

llll、菊化皿笥＇；かあ ＇）、特に建物 SB211付近か

ら青磁、白磁の菊花jlll、JIilの戚片力、多く 出土

した。上図上は、その 1例て、口径11cm、麻

さ3('Ill。28弁の白磁の菊化」Illであ る。翡台内

に 「火 I'太平」の釉災銘かある。圃じ銘を も

土師質小壺

◎

摩
喜

◎
[CD 

土師質小壺と 銅銭( ½)

つ保j化Julか数11Al休認め られ、訂磁の場合には、 1',':j台内のみか白磁釉で、釉災銘をもつ。上図中

も同 し地、191!，か ら出土し た白磁llllで、口径12.2cm、高さ3cm、釉の発色か悪く器面が荒iL、黄ば

んてしヽる。これら磁器類は中国明代の ものであ ろう 。

茶器ては、大目茶碗が蚊も多く、ほとんどか瀬戸製晶と名えられるが、一部美濃製のもので

ある可能性もある。上図下は、その中でも大ぶリ の もので、口径12.4cm、研台 を欠き残る閻さは

5.5cm。胴部にはろ〈ろ 目か残る。釉は飴色に発色し 、釉末砧は釉溜 もなく 、平らである。森胎

部には渋釉かつけてある。

中1L|1リl代の白磁、染付の茶碗砕の破片も認められるが多くは細片である。大形の破片には，

茶碗白磁のかある。U径6.7cm、I;＇りさ3.9cmの端反りで、大きさ等から煎茶用と考えられる。ま

たこれと 1rij形で、Ll緑直下に内外l(llに 1本の染付の線をも つものもある。

茶器としては、他に瀬戸製の茶入れの破片、越前製の水指、美濃製の香炉等を確認した。

その他石組溝 SD207付近の整地肘より出土した土師質の盗付小壺（下図左）がある。壺は ロ

径2.7cm、胴下部に4CInの最大径、冗りさ3.3cmのキンチャク形である。蓋の口径は外径 5cmであ
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金属・石製品

る この1：ドの中には 「1，り11-I辿‘j:」 2枚、 「令

人辿‘i:：」 「)べ＇ド辿 ‘i、:」の 4枚の銅銭が納めら

i Lており、」1位．に iiりかiL た 状態 で 1'1’, 」•．した 。

地郷こ閲辿 した）且物てあろうか。

金属製品 令），釘見'JI＼にはり、釘、かすかい 、銅

i戊 、 f1、 i?t 、 ‘、 か• 令 A;『力、ある 。

銅銭ては 、前述の小俯，：中に納めらiLていた

例や、l"J(SB203)の1JLけi:I！立村々穴の）氏よリ出

Iした 「1,1:I 1¥j直i.：」 「令人辿‘i:：」 「）,’,-l辿）じこi.：」

の 3枚かけ、立さiLる。

鉄録は 、東側 I畠 (Sf¥201) 1¥!J文木炭Ivi内i1¥ 

トの ものて、身の1μ;,'，3.2(Ill、身のKさ2.7(In、

仝L、8.Jcm、爪:,:14g 。 1 '• 根形式の も のてあ

る。

咄，•令 も束 1i!IJ I.以1¥1段木炭）竹内 より の出ゴて、

鉄製、鍛辿てある。I'}さ 0.6cmの鉄板を折 ＇）

介わせて 、'1叫I受け部を14・っている 。全に10.4

(11l、1¥11,12.2c-m、,h1ャ文Iti''il¥ifl. 7-1. 9cm。側血に

は打ち込まiLてしヽ た際の木質か付心 してし るヽ。

石製品 イi乳＇山のはとん どは笏谷れ製て、火

炉及ひその．盃、鉢、 盤等かある 。

火炉及びその益は数イli,I体分認め られる 。廿真布ドは比較的小さめの火炉の化，＇tの半欠晶てある。

表面はゆるい凸1(1i、6弁の化とその染、枝が彫られている。災1(1iはノミか心を残し 凹1(1iて、菟受

けか作 られてしヽ る 。

盤（写真上）は、48cmX34cmの柏円形て、高さは11cm、深さは9.4cm。削リ出 しによる半円形の

4足か付 く。内1/riはノミ狼をはとんと残さす、てしヽ ねしヽ に丸ド形さiしている。

本館跡西北部の調査（第 5次調査）

本館跡内部て、未調介地域として残されていたのは 、1、1'1,1）「山役所ー東出北所の建 っていた西

北部てあ った。昭和47年 8月に、出北所か移転することにな リ、建物を什丸Kした後、この地域

の調査を第 5次調介 として行った。これで、本館内は松立院船所の200m'を除いて 、すべて調介

か終了したことになる 。
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第 5次調査全 景（東北から）

今回の調1tで検出した主な追構は、礎石建物 3、土塁 1、溝 2、土砿 2などである。なお、

南1(1i土畠の西｝j部に設けられていた賠渠sx107について、1府回の調介ては人L1部のみてあ り、

今回全体を調壺したのでイjiせて報告し ておく 。

今皿の調在地域は、後世のi'j/j‘ドか甚た し〈 、迅構の夕K{f状況は一部を除し、てきわめて、‘悲く 、

辿構の規段や性格につし、て不明なも のか多かった。また 、山物の出：Lhiは少情てあリ 、しかも

細片ばか りてみるべきものはなかったので、以←卜の報告は辿構のみにと とめる。力位は、これ

まての報告と同様に、正l(IIを西、山11!llを束として出辿する。

S B53 );It|＇りをくく って、15n1はど進んた左側に位附する 束西棟てある。昭和44年度の調介て、

束端部かわすかに検出 されていたのか、今回全規校を明らかにすることかてきた。今国の調介

て、杜聞寸法や内部構造をある佐）文明 らかにすることかてきたのは、この建物のみであ った。

建物の規松は：東西17.7m ・南北12.5mて、館内ては主殿と名えた SB 10について大きなも

のてある。杜11廿数てしヽえば、東西 91lll • 南北 7 間を数える 。 tiI:：l.j法は、 6)~8 、「 2 分 ( 2.07

m)を単位とし たらしく、束四｝j向の間は、 [111]外曲の間（し、すれも 4)'-.'.)を除いた他は 6尺8、j2 

分等間であり、南北｝j向の間は、南から 5)'-.'..6)'-.'. 2 、「 • 6尺 2.]"・ 6)'-.'. 8.「 2 分 • 6)~8 寸

2 分 • 6)'(2、J・ .4尺となっている。

この建物内の北寄リに設けられた束西 6間 ・南北 2間の十二間の/,,t(束は、南北｝j向に掘られ

た布掘溝に据えられており、これは他の建物に例のないものである。

建物の礎爪は、西部や北端のものは殆んど抜きlてられていたか、残存し ていた礎ィ］ I l(Ilには、

柱位附設定のためと 考えられる13.Scmfりの「田」邸の刻線か10ケ所と、 14~15CInfりの.fi据付似

跡か6ケ所発見された。また、礎いに 、翌内番付が残っているのを 2ケ所で検出した。これも

館内で初めてのことである。褐書は、南から数えて第 4列目の杜辿りで、束か ら第2番目 と第

- 9 -



SB  53建物（北から）

4番目の礎石」ー」(Iiに、

「十五」，「十七」とあ リ、

これからすると酎第 2

列束第 2番目から出発

する時否番付てあり、

庇を除いた身舎の礎石

にのみ付されたものら

しし、
゜
SB53の束北隅で、

一辺 2.8m角の I;＿石敷

sx 54かあることは、

昭和44年度の調介で明

らかになってし たヽ。今

回の調介で、この SX

54とSB53か爪複して

おり、 SX 54の方か新

ししヽことかl'IJった。 し

かし 、両者の同時存イt・

も名えられ、その性格

はよく判らなし、 0

番付のある瑛石 墨書 番付 なお、SB53の内部

て、こ れに先行する S8106を束1}Li.rh北とも 31::l分検：I'1したか、S853の），員礎深くに及んてい

たため、仝規校を確かめることかてきなかった。

S B05 昭和43年度の調介て、東半部か既に検出されていた建物てある。この建物は、残存状

況か也〈、村1::1.J法や内部構造なとはよくわからなし‘。また 、規松についても 、東西は12.3m

てあることかI'llったか、 ffj北につし、ては15rn以 l．．あることしか明らかにしえなかった。

この建物の礎イ 1」・l(Ilにも 、13.6-14.4cm角の村据付似跡か4ヶ所で確，；忍できた。

S A59 1J[』は以のうち、木，凋1tのまま残されていた1,1l|'’j以北の部分を今回調介した。この部

分は、 Illー東出伽')]建設のさい 、撤1八的に戚耽されており 、上凰），悼底部のみかわすかに残存し

てし、たにすきす、内iIIIlイiJ:日の最下端部を、9Ill分しか検出てきなかった。

この土累内側には 、1肘，il.5nIの武者走かあリ 、それから1.5m内に入ったところに素掘りの溝

SD87か土畠に沿って流れている 。なお 、この武者走を後に束）jに拡りKしてその上に廊状の建

物S8105か建てらiしたらしいか、その規校や'l'I格につ しヽてはよくわから ない。

- 10 -
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S K 103 • 104 SB 53の曲）jて、SD87カ館内西

北隅て1111る部分 と、南流して西に伯角に折れIIIIる

索掘リ溝SD1 02 によ っ て 限 られる 南北 1 8111 • 東西

8 111のL;}」形の区圃かあり、 その中に径 2111.深

さ40cmの土砿SK103 ・ 104かある。検出l(IIから 兄

てSB53と同時期のものてあるか、竹格に ついて

は不明てある 。

S X 107 館の南を限る土星SA60の西力部に，没

けられた賠来て、 SD91から南夕栢蒙へ辿してしヽる 。

凝／J(岩切石て粕邸に組んたII訂染て、全bi:9.2111ある。

たた、この切爪組はゴ＿畠内1IIIj剃より 5Ill中に入リ

こんだと ころから始まってお リ、ここか ら土塁内

側裾まては」』了組の溝とな っている 。発掘範IHIか

限られていたため、こ のII孔出力、本米は土凰内jjllj剃

まで延ひていたのか、あるいは土凰自体かこの部

分まてしかなかったのかにつし、ては、明らかにす

ることかてきなかった。

今回検出した迅構は 、SB53を除いては 、いす

西面土塁基底部（北から）

溝にかこまれた土坑

れも残存状況かよくなく 、性格の不明なも のか多し、。たた、 SB53につし‘ ては、こiしまての調

究結果と照合してみると 、この建物かSB05 ・ 06と同時に 辿営されたものてあ リ、建物群 とし

てのまとま リを認める ことかてきる 。それは、 3棟とも建物の力位か1,,jーであ り （杜間、「法も

同じらし い）、正1"1である西門の正1hiにSB06を詔き 、その左右に対称的にSB05とSB53を配

している (SB05の北側柱列と SB53の南側柱列は 、西I"]中庫川線からほぱ等此離にある ）こと

から明らかであろう 。

この 3棟を一つの群とし てみると 、その性格をある肛度推測することかてきる。この建物群

か正門の正面に位附すること、各建物の規校か大 き いこ と ( SB06 の南北 LX• を これま で1 6. 1 Ill 

としてし、たか26111とした方かよく 、館内で蚊もにい建物となる ）から 、かなリ屯要なものと考

えることかできる 。さらに 、この群の込営期か1前期である こと を考え合せる と、後期に主殿S

B 10などが造営されるまてのI廿1、この一｛作の中に公式行ボに使用 された主殿的性格の建物かあ

ったとみることかできよう。

前述したように、今回で本館内の調査ははぱ終了した。検出した建物は、すへて礎石建物て
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南面土塁暗渠入口（北から）

内酎部にある SB03である。

あリ 、16棟を数える。これらの分布をみ

ると 、東部から北部にかけて濃密て、西

部か ら南部にかけ てはまばらである。た

た、これは本米的な現象でなく 、逍構の

残什状況の如何によるものてあリ 、西部

や南部ても検出しえたもの以外に建物か

あったJ良跡を処々で認めることかできた。

16棟の建物を、それぞれの位附関係や

内部構造から 4./tfに分けることかてきる。

第 1は、東部中央にある SB10を中心と

する一群で、他にSB01 ・ 02 ・ 07 ・ 09 ・ 

11かこれに）函する。第2は、この北にあ

る一群で、 SB30 ・ 33 ・ 34 ・ 40 ・ 41 ・ 44 

か含まれる。第 3は、西門の正1(llに位附

する SB05 ・ 06 ・ 53の―./tiて、第 4は館

これ らの建物の造貨期は、前後 21旦1にわた ってお リ、 SB01-06 ・ 53の西南部建染群か前期

に造謡されており 、後期には束北地域にある 10棟か建てられている。さきに分類した 4群につ

し、て造営時期をみると、第 3.4 lifか1irj期に、第 1(SB 01と02は前期）・2lt（-カ、後期にあた っ

ている。なお、 f前後 2回にわたる込‘貨期のある ことか、節I}、1,，切建物の全lhi的な改染を心味する

のてはなく 、当初は館内の西半部に建物か染込され、後に束半部にも建物か建てられたと名え

た）jかよし‘。

蚊後に、先に分類した建物群の1牛格について名え てみよう 。第 11t（は、佃々の建物か庭園 S

SG20や中庭 SG22をとリまくように配附されておリ 、SB10か主殿、SB01か会1iJi-、SB11 

か茶会用の建物てあろうとこれまて名えてきた 。 したかって 、 この一lt[•か公式行事に用いられ

た一画て、 t麻内で蚊も爪要なものてあ ったろう 。これに対し第 2群は、厨J｝｝ ・蔵 ・厩舎など雑

舎群であ り、第 lltiか表向きの場所であるのに対し、災向 きの場所であるといえよう 。

第3群は 、前に触れたように、前期における表向きの場所であ ろうし 、第 4群は SB03の内

部構造かSB41の夫と 類似することから 、第 2群 と同様の性格を考えるこ とかてきる。すなわ

ち、後期における第 1群 と第 2群 との同じ関係を 、前期では第 3群 と第 4群の間に認めること

かてきるのてある。たた、この場合、後期に第 1・ 2群か増鉄された後、どのような用途に用

いられていたかは不明である。
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整 蒲'ー

昭和47年度の整りii丘l →. 、ドは諏訪館か ら悴ii楊寺に辿する苑路の造成工と、館の南 • 西士嬰整ilii) エ、

建物工、苑路：：［、案内板こI..、梢栽：：「などであり、本年をも って館内の丸各ilihは、ほは完了 した。

以下各工9ド別にエ法についてのべる。

苑路造成工 諏訪館から南陽寺まで、延L之577.5m、輻且 2111の見学路の整備工＇ドを行 った。苑

路は南陽寺から及林塚を経て林道に至るまでの356.2111は、両側に30cm輻の じ石溝を設け、それ

以外は111ii11!1lI召i緑イiとした砂利敷苑路 とした。また急、勾配（告以上）の3箇所には、 4~25段の

Iこイi階段を設け、排水は苑路に沿って流れる3箇所の既{f水路を利用 した。

゜
10 穿M 声 ァ7、7ァルト せヨ3，；！心と Eニコ砂fll 臣を召 消沐

整備実施設計図
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整備完成後の本館跡（東から）

南•西土塁 れ坦 ・階はは1作年度行な った

万貞丈測図をもとに、石の欠担している箇

所は補充し、 一部崩攻している所は柏み直

しを行な った。両側士塁(SA59)について

は、 l~fl"lょリ 南側は、北iIIIに1_．塁同様、上面

はコンクリート緑石を持つ1j1闊2Illの砂利敷

苑路とし、その他は 、崩壊している箇所は

一部盛土丸各形し、張芝とした。唐門よリ北

側は、イiJ:1iか欠捐しているため、石垣を復

厭した。また発掘調在で検出した犬走 りは

盛土してその規校をホし、上而は土塁上而

と同様全て脹芝とした。また、西側土塁よ

り西南隅楼に翌る勾配か急峻なため、玉石

苑 路 を埋め込む階段様の施設を造成した。南側

土訊(SA60)は土塁中央に棟門(SB56)の施設を持ち、それ以束湯殿に至る間か急勾配で、苑

路としての利用か困難•なため 、 全面張芝とし 、南側斜 IfI] は灌木（サッキ 、 ツッジ、アセビ等）を
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3本 1面のわりて柚栽した。なおl"lSB 56 

は、 他 と区別する紅味て砂利放とし、杜位

附にヒ ューム管を布設した。西南関の間堺

(sx 67)は、崩壊している箇所を柏み直し、

欠捐している石を補充して復原し、イ1f化の

崩壊を防〈ためエポキシ系樹脂を注人した。

築地に接する楼(SB57)は法すそに土れを

まわし土塁とし 、建物の範囲を人造石で仕

切り 、外と区別する氾味で、内部は砂利放

とした。

建物遺構 S B53は従来同様、レンカ緑れ

を持つアスファルト舗装とし 、欠机してい

る礎石24ケを補充した。 SB03は同様のエ

法で施工したか、井戸屋形の部分を区別す

る泣味で舗装材料を砂利に変えた。また石

敷部分(SX 42)は欠捐している石の補充を

行ない雑箪の侵入を防ぎ、石敷の破壊を防

整備後の西面土塁（東北から）

整備後の南面土塁（北から）
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‘`ニ ー‘
南門整備状況（北から）

土塁西南隅部の整備状況（東北から）

5B03建物整備状況（東から）

SB53建物整備状況（東から）

〈などの埋由で目地にエポ キン系樹脂を注入した。

SE26の井戸枠は、SE27同様凝灰岩切れで復原

し設凶した。SB05は以前に検出 した沿桃の続き

てある 。 小 さな イ i か多く 迅構保存の 、 1•I!、か ら 蒻出展

,J;することか困難なため、盛土 ・，｝k芝て逍構の規

校を表小することにした。

館内苑路工 迅構を必出展小 しているため、保存

|．．の製品と他逍跡（湯殿跡、，，恥方館等）への誘！＃を

AKねて罰J、]をlfil遊する ［立1路を設けた。［関路は/,I刊"l

を人って、東側に化進 し、SB05の西て南に折れ

湯殿跡へと 束進する 苑路A （部分的には発掘調介

て辿路の追構を検出 している）と 、北 ・束土畠内

内側に沿って走る苑路 Bか結合し、館内の回追路

となるよっ 造成 した。また北土畠のl"lを入って 、

i:』詞jI(Ilにとりつ〈苑路Cも辿成 した。苑路は削i,',

員2mをl!;(！！りと し、既施」地の砂利敷l(IIを辿る他

路B・Cは、延Ld38.5111、砂利而を牛かし 1,1,]側を

- 16 -

闊さ60cIIlのヒノ キ焼丸太を2m間1！州で打

ち込み、ンュロ測を2本辿 した柵を設け

た。それ以外の新設苑路A、延L-1:173.5111

は、内側に 1ェ石の縁石を設けた砂利敷苑

路とした。また排水の関係て、辿構の溝

を利川出米ない部分は、苑路IiIl]側に追桃

と区分する心味て、人造石の内ll石による

水路 232.5111を設けた。義娯船所の北側

を束進する 苑路 と、湯殿跡へ在る階段の

とリつきまで6mの間、勾配急峻なため、

16はの 1、・イi陪段を設けた。

排水 逍構の勾配に従って、従米通り溝

瓜にモルタルを打ち、北側土見sx86の

Ilii渠、西側土星I.':'l"l脇のII氾渠、南土塁s

X 107のII爵渠の3i窟所から外深へと排水し

た。SX 107の11行渠取り入れ口には、泥溜



めのための間1iJj・を設け 、陪火収り人れ部の一部ィi

糾か崩壊していたため、30cmのヒューム符を 3rn 

布 設した。

案内板工 館の束側にあるI艮廿IIム場に、9条1J、1椒 を

1)，,"，改iiりした。大きさll5(InX ll0(lll、肘 さ3,nnlの

銅版を 、）＇／：さ 8('ITIのシャクダン切イiで枠糾し、 内

部にコンクリートを 允坦 した）よ礎にはりつけたも

のである。 それには節lJ、ji戌［建物復I見図 （昭和43

年度概報褐叔）、館全体の追桃．‘I勺(li図 と，，兒明 を、銅

版を腐蝕し、

で表ぷした。

ポリウレタン樹脂（！！．＼色）を流しこ ん

なお銅版の表1(1jを透明なボリウレタ

ン樹）I行で被股して強化した。

また北1"1をはいったところにも‘父内板

を 1)，只，没けた。大きさは120cmXl20cmで

アクリル板をアルミアングルで緑どりし

たものである。 それには建物、 I ••以、庭

園などの追構、夕雌路、芝牛、砂利などか

らなる 丸各イ1/ii後の館'1勺(Ii凶と，，兒明を、色と

似さ の 異なるアクリル板を）IJいて表小し

た ｝仕根、角鋼の女柱などを目立たなし、

灰色てi令装した。

植栽 西、南 t・.以の内側、新設 1；．イi|培段

のIIIl)側など逍構のなしヽところに、緑腔と

修屎をかねて常緑樹を柏栽した。 また樹

根ができるたけ逍構1(1iに達しないよ う ,-

分な盛上をして梢栽した。樹種はカシ、

シイ類、ツバキ 、クスノキなどおのおの

館内苑路 A（西から）

館内苑路 C（北から）

5本すつである 。なお逍構の見学に支I罪

のないように 、また苑路からのビスタを

名樹して配柏した。南、西上娼と苑路A、

Bに囲まれた逍構のないところには、 I',':j

鹿どをペタ 0k• りし枡的レクリェーション

の場としての芝生地を造成 した。(11111叶庁雄） 館 内 の 植 栽
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石 造 遺 物

本りは、一東谷に3.000余体あると 推定 されてしヽるゎ辿辿物の第一次千i1iii，凋介を行った。今・印

の調介は、束新町 ・西新IIll．浄教．『地区を対尿 とし 、その中て特に比中 してしヽ る 3ケ所をます

行った。その粘呆6011本を碓，忍 した。

れ込j直物の帥知としては 、h輪塔(19H本）と 地II‘成れ仏(125体）か｝f倒的に多 く、他に、阿弥1佗

如木、 二 し｝｝ィ ，イム 、 /;.II.'江輪観音： 、仰観音、 菩蘭：・'\'! 、不動等かある 。 大 1::! 如米、文殊菩討 、 T•T観

!"1、杖休 h輪陪板侃＇は珍しく、 1 ~ 3体か，忍められた。

竹．1)は概 して小邸の もの力、多く、 I/ ． 輪培ては 、 1 ', 9 :j さ 80( Ill 、輻20clll 、り打］•20（叫J、1 外のもの力、多

〈 、大部分は、 一 ィ ， ii輪塔てある 。 地蔵ィ ，イムては、 I:9:j さ 60(IIl 、加30c• Ill 、 ) '｝ さ l Oc-rn 内外のものか

多か った。材『［は 、凝l火右（笏谷れ）か、はとんどてあ った。

次て、銘文を招J刑したところ 、明応）し{f(1492)か最 も占〈 、一部混イ！ してしヽ るii/i期のもの

を除けは、文緑 h年 ( 1 596 ) か 1ヽ限 て、初介氏か•東谷に屈城してし、たと名えら iLる文明三年

(14 71)から大」l...Jじ年(1573)の

はぱ 100年間にあてはまる。

法名 では 、神1"1・ 1•i這 1"]69i本、

神！ビ ・御‘Iと！ビ821本、 1，i’!,. J'•591本、

1，i'，・ 女49休 と、心 外に (•ijしか多し、

のに社IIさiLる。

盛加、'}'430号ィ，・(l、9よ、1Ill余

の宕塊に帥 j'及び銘文が刻ま

iしてし、る 。銘は、 「水緑六年

1 • 一 ） I I・ /1. l::!、刷it判仏上人、

光刹）＇し {1沙弥、施 EIJ])j}十郎

J,．衛I"!尉」とある。 「朝介始

末，iじ」 大 」 1 • Jじ年 8月刀根坂の

り戌し、の項！こ 、織ILI i,i鼓 とi恥 ヽ

敗lLた朝介力武将・の名か挙け

らiしてしヽ るか、中に田）j｝-I-UIS

J,.：(：'ir1"j秀勝の名かある 。おそ

らく 詞一 人物てあろう 。
盛源寺の石仏群
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地 蔵

今回の第 1次千{1iii調介ては 、個体数

の確認か第一義的な心：味を持つか、」・・

，；じ3地区て601体を確認したことは、推

定固体数3,000休をある程度災付け、48

年度以降、')1き続き行う千定の西山光

)1仕寺跡、八地谷、近伽谷、安1足寺地1メ

砕の調介か期竹てきる。

また 製作年代か朝介氏一東谷介城の

100年間に集中 してしヽ る こと、他1に,:'）l

介氏の家臣と息われる人物か発見てき

地 員〗～、
·、;~-t• 姜唸•て：
心こ
奏芯ヘ
むざ襄i
忍ゞ：ふ
ベ`‘．勺・,・.

込＼為岳立
阿弥陀如来

たことは 、朝介氏の文化を知る」＿．．て今後の研究か期竹てきる。史に、視イlこ.llらの石造逍物か

リ：中的に所イ！し てしヽる1盛諒、'r、西山光！！｛｛4r跡か共に、当時火台ぶ真盛派に）函 して いた と考えら

れ、従米、ともすれば、一向一揆と の対立としてのみ捉えられて米た朝介氏のぷ教施策を名え

る上で も、一名を要すへきことが確認、さiした。

現介、調介は石造逍物の法凰 ．銘文を中心に行っており、 一体すつ番号を付 し、その1iJ召叶立

凶を地図に記人し 、I)；(Iいを止めたものについては一体すつ'Ij真を沿付するという h法て行って

いる 。将来の本格的調杏にi1iiiえ、 てきるたけ ‘Jしi1iiiしたが阪の作成か当 l(IIの課題である。

なお調在にあた って は、 坪） 1•良 ‘ | ；• 氏、愛甲｝／． C｝芯氏、杉本泰俊氏、 fh,1)1••大学教授爪松ll)j 久氏の

こ指）＃、こ協力を得た。

（補）（l）れ込逍物という 名称は、水盤、ねり鉢、イiFI吟HJ\J 品や鬼板、棟柏イ 1 、}|•} i枠等の建築）11,IIIII、

ぷ教関係に限って も、イi塔 ・イi仏、ゎ紅、島），り、燈龍、狛大なと尖に多〈のものを含む。ここでは、

イit芥・イifムを i:．にイi造逍物と使'l,1:1 ••I I 乎 んだ。

(2)111/j; 1 •郎），．：衛 1"1 分 IIかの 名 は、朝介始ぷ記r辿如一 l {, l -4校 」 389 且 じは ( '.i'h皮内店 ） 、 「 史恥應此28」 1 00!'( 、

「朝介必 ，＇｝」210只に見える I朝和役淋」てはIiiIii. I・郎），潅ir1"1分勝とある。

l9 -



史跡整備への意識調査

史跡J況訪＇区の修娯整備とは「史跡を学術の対象として研究のための環埼を保存整hihする」観点

と「史跡を生活環境の構成要素として生活空1-：:-lとするため修屎棺1崩する」作、立的な観．r,¥とのIII1)

者よりなる。

現れ、特に後者の観，点による問題を検討するには歴史上の各時代に 見られる史跡の実態に汀

目する）‘,1}納法的な、丸各fiiiil原則の検討か問姐とな ろう 。

似井市にある一釆谷の朝介史跡は爪文化の影烈限を強くうけなからJ此梨立田の経済村会を），し礎

として形成されたその典刑例であり 、しかも焼しの跡を往年のままに伝える1発由として放々の

城館跡を残す1,)iてもある 。

現イI、この史跡は278haに及んて特別史跡に指定さiし、昭和60年を目標に史跡公1点1化か構想さ

iしつつある 。将来 、この史跡公怜lは城跡、邸館、上1必、 Th座、城壁、街路など人U数万をtiし

た山城下の1/1i彩を伝える所と拙かれるか、その発想のひとつはつきの名えと関連せさるを得な

し＼

゜
史跡環境の修景整11iilかその目的において国民との歴史の対話を通し彼等の智的、心梢的苦柏

に 森する営なみとすれは、その計祠仰1'念を高める知見として、現時、1.’•'、の史跡環撓か米訪者に如

イfl[に愁識されるかは無視し得なし‘o

この如何なる史跡環埼か如何に ，沖価 されるかの知見の諮柏に閲する試行として 、ここては朝

介氏迅跡に 1:I召和47年の以秋、延30人程度の質問調介貝をも って 、訪者の実態と、在識に関する調

介を試み以下の結呆を得た。（下表参！阻）

ー東谷秋季利用仰向（数字は％）

観 光 休 1.,迂, .. 
ノ1..1し 学

Ji'i跡 虹[.;;[ H然 Ji'i跡 足怜l I、1然 Ji'i跡 足 I;，1 1'1然

使益 2 2 3 5 5 3 3 4 

復原 6 3 6 6 2 

保全 5 4 4 8 3 

説明 4 4 

不明 4 5 4 

米訪者のI，り仕範間は越前地域か仝数の合で他は全IElに分布し 、少人数比げl力、多数を 占め、男

女比は男千か女 (•の 2 1 ,9,i に当り、男（•、ド均年令30オ強 、 女 f25オ蒻てある 。

米訪者の目 的は見学38%、休低34%、観光26％で、越崩地域か らの 目的には見学力、多く／上域

のそiLには観光かふえ、年令に ついては未成年）t'iに見学と休1足か多し ‘o
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つきに一東谷ての印象ては歴史逍跡39%、庭園などの文化』物36%、自然環樟25％を小す。

印象において地域格視される 問姐はなく 、性年令別に 関 し 男(•には環境なとの抽象間辿、女

(1こは庭園などの具象問辿への傾斜か見らiし、H的別には観光目的で1.、I然環埼の指摘、見'./:11

的て庭園名勝の指摘か多い。

紅識間辿の終りに将来希叩なしヽし視状批1りの、＂ふ識を見ると、 1史益施設27%、史跡復）か、23%、

環燒保全29%、説明展小 8％なとを i円とし 、観光11的には施設れ各i1iiiの欲求力、多く 見学11的には

環J:;［保全のいKが多い。

またこれを 印象別に見ると 史跡印象 をあける 者は説明展小を求め、自然閑J・立をいう行は 191然

保渡に比爪かかかる傾向も あけらilる。

他力、利川の尖態につい て昭和47年の年利JIj2 }j人、 fhi)1イI.ij:・行かこ れに 占める 比令は 半数

強、総数の約15％かぶ浜、ぷl坂玲からの利川てある。

また昭和47年の秋1升木 Hの利JIJ例ては午前65人と午后185人を見、比中IIかには本館跡の約30人

を中心とする70人1iり後の同時Al点lも見た。

そして観寮調介によれは米，＇力者 の探訪＇火態 に関する追跡結呆 として、その蚊多例か40分Iiり後

の汁i団 に見らil、この場介は仝数か本節跡と湯殿跡を訪れ、半数以 I．．か加協、1J・・・炎林塚 ．，，恥｝j

節跡に辻する‘)こ態も認めらilる。

これらの知見はかかる史跡の修批に1見lして 1'1然環境の保全と調和する 辿構の内各i1iiiという，謀姐

の知兄を深める 卜て端緒をりえるといえよう 。（近藤公人:)
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研 究 所要項

1 事業概要

I. りJj介氏逍跡，J恥杞研究協議会

a. ＇：りj介氏逍跡現地サ府イt

1972'F 5 J J 26 ・ 27 1::1 

19721卜5Jl 30 ・ 31 H 

1972年6)J 6 ・ 7日

於朝介氏逍跡

b.'.1/1"1部会 ］972年10)]3111

}id,＇，i) 1 •• リ， し jくふ(' l •; 1分1iJr

2.,;,JJ介氏逍跡第 4・ 5次発掘，J/,j介現地，，兒

明会 J972年l2月211 

於朝介氏j.i'i跡，翡介fi)f究ii/r

3．外部，J,'，j介への参/JII

a. r,:H~IEI 分、'J° 跡 （ 小浜 diI Elク})

1972年7-8 JI 参／JI!行 和rlJ;i

I ) ． I!;,• 1 1 I I I 1 ¥ J{l/ff ( f,','1 ） 1・・1 1 J. l :k j t Ill f ) 
1 972年7~ 8) 1 参｝JII行 i•. f1, 

(＇ . tIII I I I 城跡 ( !'1'1 '， )1 ’• 県南粂郡南条町 ）

1973年3JI 参加行氾rlJ;1： • 水野 ・

4ヽ州i’

d. i4•:l}fl逍跡（ 大野 r | i{It|｝fl町 ）

1973年3 II 参）JII行 4ヽ野

II 施 設

・1・;務1i/r 103. 68 rn（木辿フレノヽ プ）

収蔵1,F 81.4 m( II 

Ill 予算

人件'{,（ 6.456「・I l l 

1t iIii, J:，l ft 1,(10, ooo (I fiil1F M1JJl1各ii 5, （）（）（）） 
Jば！｝ぶ;i:,父jii1・{'t 2(）．（）00(| l:I hli fI|J JJIJ.hll l (），(）（X)） 

研究，iJr・ff l, 968 

.. t・38. 154 

IV 組織 規定

h,1 ） | •• 県教 ff 委 ii 会行政糾織規J!1J Hzや

（昭和46年6)］l H 
罰県教ff委l」会規1111第5I]・）

改」I・： 昭和-16年l2月231:1教委規i!lj第12り

昭和47年4月IB教委規l!lj第3り

叩1147年IO)l24H教委規i!lj第8り

第二節 '，I¥先機関

（設ii’t名称等）

第13条 }|'，先機関 として 、文），J、へき 地

複式教有＇ ド務所、特殊教ff推進'lサ務所

およぴ文化財 'lt務所をii’i〈。

2.出先機関の 名称、位；i'iおよぴ｝；}i秤区

城は、 次表のと おりとする

機関の
名称 位硲 ,;Ji- 行［メ•J戎

1><: 分

輻） t• 県教 ff h,', l t• I I 1 （特サI)
文化財 庁蘭1介氏遺 輻）t-r1J 史梼ー東谷料I

')(務所 梼，凋介研究 介氏ji'i枕の指

所 定lX:J戎

（ 出先機関の 1ifr ‘沢l~務 ）

第15条 各出先機関の所常する＇ ド務は、

次表のと おりとす る。

の
分
関機

k
所 常 •I~ 務所

I.史蹄の発批およひ発批技法

の研究に関するこど

2.史蹄の閑JJl.t.~ 仙およし＼迅構
釦；［の研究に関すること

3．史梼の出 J・＿品の，且介およ I・,

研究に関すること

4.中Ill:史の研究に関すること

附lllj II{｛fl117りI II 111教fi委li会規IIIIり了3り）

この規l！りはII(｛和47年4J j l Hから施行す

る，

V 職 員 （昭和48年3月30ll現イI

氏純名之」 '1': 紐 りI当

iuIIれ 敦fil「技術恥ii I祈l< ,,• 91j 

水11 J'し． 敦ffli・技術紐ii 文化財凸介ii 歴史
i • Ìf i';i: 教fi庁技術恥ii 文化財遇介ii なり
水ff村l雄 教fil『技術騒ii 文化財，凋介iiI Y,占
小朋hl・・敗 教 ffli• 技術恥 ii 文化財偽介ii ；；古

梶 中）、・ 研究袖肋ii 1・古

- 22 -



特別史跡 一乗谷朝倉氏追跡発掘整備関係者

文化庁記念物課

吉川 術、仲野浩、田中琢、安原啓示

奈良国立文化財研究所

坪井消足、牛川喜幸、田中哲雄、沢田正昭、佃 幹雄

奈良女子大学

近藤公夫

輻井大学

伊藤隆三

明治大学

飛沢喜代美

輻井県教育庁文化課

谷口陸男、大権一男、武藤正典、渡辺久治、小坂t専師、木下召乙

特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡 N 

一 昭和47年度発掘調査整仙事業概報 一

昭和48年 3月31日
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